
















































































竹 の 宮 子
たけのみやこ
伊 勢 の い つ
(302) 
た う け












で あ ろ う か 。 非 常 に よ い 古 写 本




、 従 っ て 、 そ の 原 拠 と さ れ た と 推 定 さ れ る 昏 ま で
遡 れ ば 、 疑
問のかなり
な 部 分 が 解 明 さ れ る と 思 わ れ る 。 A ? L IC
つ い て 、 今 、 先 に 結 論 を 言 え ば 、 A ? I と L の 十 項 に は ーー を 付し た 部 分 に 誤 り が あ り 、 ま た 、 J と K の 二 項 は 、 各 、 万 葉 三 四 九三 卑 狂
H口
今 和 歌 六 帖 」 第 五 帖 の ¢呼心） に よ り 、 「 む か つ を 」 「
手 玉 も ゆ ら 」 の 涙 り か と 一 見 思 わ れ る が 、 実 は
このままでもよい
ものなの
で あ る 。 何 故 そ う 甘 え ろ か 、 以 下 そ の 所 以 を 示 す 。
A は 「 詞 林 三 知 抄」 （ 以 下 、 三 知 抄 と 略 ） を 原 拠 と す ろ 。 そ れ
を 証 す ろ に は 、 匠 材 集 の 「 た
」
第 27 項 よ り 第 40 項
までと三知抄と
を つ き あ わ せ て み る に 如 く は な い 。 三 知 抄 の テ キ ス ト
としては連
















ま よ ひ ゆ く










た ま さ か
向 た ろ 峯 な り
腹 立 を 云也
たつの 都
腔宮 の 事 也
‘‘,‘‘、贔‘/`｀,＇‘‘,‘,‘、`‘‘又 吉 野 の 名 所
鷹 の 山 別
七 月 二 十 五
日に巣をはなろヽ鷹













ま も と 云 は は


















け い せ い の 事 な り
な り








龍 宮 の 沼 な り
(304) 
七 月 廿 五 日 に
(311)
-105-
る ヨ な り
さ A め 雰
こまかにふ
さきさかまき
さ ヽ め 四 ふ り し く と は 広 ふ る ヨ也 。 又
こまかにふ









） 内 は そ の
くるまと云
．上
段が匠 材集 （ 下 同 ） 、 下 段 が 三 知 抄 で あ る が 、
説 明 は 両 者 ほ
ぽ 一 致 し て お り （ しく 部 は 後 述 の 「 梵 灯 腐 袖 下
集」に依るかと思
わ れ る ） 、
ま た 、
（ ） 内 の 数 字 か ら 知 れ る よ う に 、
三 知 抄 に 現
れ る 順 序 ど お り に 見 出 し 語 が 並 ん で お り 、 匠材 集 の 右 の 部 分 が 三知抄を原拠にしていることは、
ほ ぼ 硝 実 で あ る と 思 わ れ る 。
従 っ
て 、 l ' 部 が 、 各 、 下 段 に
あ る が と と き の 誤 り で あ る こ と が 知 れ る
。
B は r 古 今打 開 」 を 原 拠 と す る 。 匠 材 集 の 「 さ 」 第 3 2 13 項を
比 較 す る 。
古 今 打 開 の テ キ ス ト は 紐 群 書 類 従 本 、










を 九 疋 書 也 九 龍 の “ と云也
（蕊）
た な く も りたつくるま





さヽ ゐ の 風
積 雪 を 吹





さ ヽ は な さ 月 さくも月
＾ ＾ 
652 &51 、 、
＿月
さ は な さ
月







つ も り た る 田 を 風
散 す を 云 な り
の吹ららすをいふなり。
（臨）




こ れ も 、





述 の 「 色 葉 和 難 集 」 に 依
るか
と思われる）、
同 様 の こ と は 第 14 し




C Ii r 八 毀 御 抄」 を 原 拠 と す る 。
「 や 」 第 63 ー 71 項 を 比較
しよ
う 。
八 雲 細抄 の テ キ ス ト は 日 本 歌 学 大 系 本 、















た な く も り
段 々 く も
棚 曇























































































































































































































































































































































































































i部 が 何 に 紀 る か 不 明 、 ま た
厠 の 三 な
り























































以 下 の 四 項 が 本 来 「 あ ゆ ま ひ 」 の 項 の 次 に 置 か れ て い た と 考 え ることにより解決されよう。そうすれば事情は今までと全く同じであ っ て 、
ー部の誤りであることが確められる。






け い め い
いとなむ事











る 。 し か も 、 花 烏 余 情 に
は、「けつりたらん」の語はあっても「けうとく」以下の四項に相当する注は兄えず、右の六項が和秘抄を原拠にしていることはま ず 確 実 で あ
ると思われる。




65 項 を 比 較 す ろ
0
河海抄のテキストは角川書店刊「紫明抄•河海
抄」 を 用 い 、



















































































































































































































































































































































































































































































































































4 3 2 
注1 gあなに叫（ゑ）や
よろこはしきかなや
（追記）日本古典全渠（第五期）本を底本として、迎歌資料集本との校異を示した上で、本稿で述ぺたCとき方法を全巻に及ぼして、本文 確定しようとしたものが、近く福武書店より刊行される予定である。参考とし
て頂けるならまことに幸いとす
る所であ 。（昭和五十一年三月大学院修了、淳山工菜高等専門学校講師） ても
、別害を原拠にした可能性もあるということである。
「あ
た人とせんに・・・・迂繋。
旦怠
昴意
ほ灰
」とあるが、
日本紀、万葉における例は今の所不明。
p328に「熊
あらくま」とあろのを誤ったか。或はP匹に
「金
あら。ま。くろがねとも（鉄事也）。こ。」とあろの
を誤ったか。順序 考えれば前者 可能性が油いが如伺゜
「矢・；•••あまのはや。やつめのかぶら
9
とあるのを誤った
か。二語は別なもので
あろ
。「あまのはや」は神代紀下巻に
「天羽羽矢」とあ
ろ語だから「あまのはAや」が可。
7 6 
- 114-
